
 

 2015年 9月 3日 

株式会社ウェザーニューズ(所在地：千葉市美浜区、代表取締役社長：草開千仁)は、今夏の印

象を調べた“夏の振り返り調査”結果と“秋の天気傾向”を発表しました。8 月 30 日、全国の

ウェザーリポーターに“夏の終わりは早かった？”と質問し、計 14,782 人から寄せられた回答

から、全国の 8 割の人が今年は夏の終わりが早かったと感じていることがわかりました。7 月終

盤から 8 月中旬にかけて各地で夏らしい暑さが続きましたが、8 月下旬の気温は平年を大きく下

回り、例年より早い涼しさを経験した多くの人が夏の終わりを早めに感じたようです。今年の

秋（9 月〜11 月）は、9 月前半に一時的に残暑が戻りますが、気温は上がっても 32～33℃程度

となる見込みです。大気の状態が不安定になるため、ゲリラ雷雨の発生にもまだ注意が必要で

す。9 月後半〜11 月の気温は平年並〜やや高めで推移し、周期変化しながら秋の深まりは順調

に進む予想です。	
 

	
 

◆	
 今年の夏、全国 8 割の人は終わりが早いと実感	
 

ウェザーニューズは今夏の印象を調査するため、8 月

30 日、スマホアプリ『ウェザーニュースタッチ』内のウ

ェザーリポーターに“今年、夏の終わりは早かった？”

と質問し、「早い」「遅い」「いつも通り」から選択して

もらいました。全国 14,782 人から寄せられた回答を集

計した結果、「早い」と感じていた人が 81％、「遅い」が

2％、「いつも通り」が 17％となり、全国の約 8 割の人が

今年の夏は終わるのが早かったと感じていることがわ

かりました。お盆過ぎから北・東日本を中心に冷たい空

気が流れ込みやすく、8 月下旬の気温が平年より大幅に

低くなったため、多くの人が夏の終わりを早く感じたよ

うです。	
 

早いと感じた割合が高い都道府県は、1 位栃木県、2 位

山形県、3 位福島県、4 位東京都、5 位埼玉県、6 位、千

葉県、7 位茨城県、8 位群馬県、9 位神奈川県、10 位岩

手県となり、関東以北ではほとんどの人が早いと感じて

いることがわかりました。8 月上旬は猛暑が続いていた

にも関わらず、8月下旬には 20℃近くまで下がったため、

大幅な気温の低下が夏の終わりを感じやすくさせたと

考えられます。	
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ウェザーニューズ、“夏の振り返り調査”の結果と“秋の天気傾向”を発表 
 
 

約 8割は夏の終わりが早いと感じた！今年の暑さは短期集中型に   
 
 

〜残暑戻るも一時的、9月中旬以降は秋の深まりが順調に進む予想〜 
 



◆	
 夏の振り返り（7 月〜8 月）	
 

	
 今年は、盛夏期は厳しい暑さでしたが、

その期間が短く“短期集中型の夏”となり

ました。東京では猛暑日が過去最長の 8 日

間連続を記録し、岐阜県の多治見では 8 月

1 日の 39.9℃（今年の全国最高気温）を筆

頭に、38℃以上の日が 7 日間に達していま

す。この厳しい暑さで、7 月終わりから 8

月上旬にかけては全国で熱中症の搬送者数

が大幅に増加しました。厳しい暑さにはな

りましたが、今夏はエルニーニョ現象の影

響でこの夏らしい暑さがあっという間に終

わった点が特徴的です。お盆過ぎからオホ

ーツク海高気圧の勢力が強まり、北・東日本を中心に冷たい空気が流れ込みやすくなったことで、8 月下旬

の気温は平年より大幅に低くなりました。東京は最高気温の低下が著しく、8 月上旬は 35℃以上の猛暑日

が続きましたが、8 月 29 日には 21℃まで下がりました。東京は 8 月の最高気温が 25℃に届かない涼しい日

が 6 日間もあり、大冷夏となった 1993 年以来の記録となりました。	
 

	
 

◆	
 秋の天気傾向（9 月〜11 月）	
 

	
 今年の秋は 10 月にかけて順調に深まっ

ていきますが、11 月になると季節の歩みが

少しスローペースになりそうです。9 月前

半は一時的に残暑が戻り、一部では最高気

温が 32〜33℃に達するところもあり、ゲリ

ラ雷雨が発生する可能性もあります。9 月

後半の気温は平年並となる予想で、前線や

台風の影響を受けやすく、天気が荒れる日

もありそうです。	
 

	
 10 月は秋らしく天気が周期変化し、気温

は平年並の予想で、秋の深まりは順調にな

りそうです。10 月下旬は寒気が南下し、北

陸や北日本の日本海側で時雨（しぐ）れる日が増え、北海道では平年並の時期に初雪も観測できそうです。

（平年の初雪	
 旭川市：10 月 23 日、札幌市 10 月 28 日）。	
 

	
 11 月も天気は周期変化する傾向です。北日本には寒気が流れ込み、日本海側は曇りや雨の日が多い予想

です。ただ、東・西日本までは寒気が南下せず、気温は平年よりやや高くなりそうです。	
 

	
 なお、今後（9 月以降）の台風発生数は平年並かやや多いと予想しています（平年：11.9 個）。9 月は台

風の発生場所が例年より東寄りになると見られ、海水温が高い海域を長い時間通過することで大きく発達

する可能性があります。9 月下旬には日本に接近する恐れもあるため注意が必要です。10 月以降は台風が

発生しても、日本列島から南に離れたエリアを通過しやすくなるため、日本への影響は小さいと見られま

す。	
 



〜秋の天気傾向	
 エリア別〜	
 

北日本	
 

9 月から 10 月前半の気温は平年並の予想で、周期変化をしながら順調に秋が深まりそうです。10

月後半の気温も平年並となり、日本海側で時雨の日が多く、北海道の早い所では初雪も見られる予

想です。11 月の気温は平年並〜やや高めとなりますが、冬型の気圧配置になることが多く、日本

海側ほどぐずつく傾向です。	
 

東日本	
 

9 月前半は残暑が戻る地域もありますが、9 月後半以降の気温は平年並の予想で、秋雨前線や台風

の影響を受ける恐れがあります。10 月の気温は平年並で、秋らしい周期変化をしながら季節が順

調に深まっていきそうです。北陸では 10 月下旬に時雨となる日が多くなる予想です。11 月は気温

がやや高めの予想で、季節の歩みが少しスローペースになりそうです。太平洋側では天気が周期的

に変化しますが、時々冬型の気圧配置となるため、北陸では曇りや雨の日が多くなる予想です。	
 

西日本	
 

9 月の気温は平年並の予想で、9 月中旬以降は秋雨前線や台風の影響を受ける恐れがあります。10

月は秋らしい周期変化をし、10 月後半は日別の寒暖差が大きく朝晩の冷え込みもあるため気温変

化を繰り返しながら、秋は順調に深まっていく予想です。11 月の気温は平年よりもやや高めの予

想で、季節の歩みが少しスローペースになりそうです。11 月も周期変化し、時々冬型の気圧配置

となるため、山陰では時雨で曇りや雨の日が多くなる予想です。	
 

	
 

夏の終わりは早かった？ 

都道府県別 ランキング  

夏の終わりは早かった？ 

エリア別 ランキング 

  早い 遅い 
いつも

通り 
  早い 遅い 

いつも 

通り  
  早い 遅い 

いつも

通り 

1 栃木 94.3 0.0 5.7 25 佐賀 75.5 2.0 22.5 
 

関東 91 1 8 

2 山形 94.1 1.2 4.7 26 徳島 74.6 1.5 23.9 
 

東北 88 1 11 

3 福島 93.8 0.0 6.2 27 滋賀 74.4 3.7 21.9 
 

甲信 80 1 19 

4 東京 91.8 0.7 7.5 28 宮崎 73.9 2.2 23.9 
 

九州 77 2 21 

5 埼玉 91.6 0.7 7.7 29 大分 73.5 2.9 23.6 
 

中国 76 1 23 

6 千葉 91.3 0.9 7.8 30 愛媛 73.2 2.7 24.1 
 

四国 76 3 21 

7 茨城 90.4 1.0 8.6 31 高知 73.1 6.0 20.9 
 

北陸 75 1 24 

8 群馬 90.3 0.7 9.0 32 岡山 72.5 1.8 25.7 
 

東海 72 3 25 

9 神奈川 89.7 1.4 8.9 33 島根 72.4 0.0 27.6 
 

北海道 72 2 26 

10 岩手 88.9 1.4 9.7 34 鹿児島 72.3 2.4 25.3 
 

近畿 68 4 28 

11 宮城 87.9 1.3 10.8 35 青森 72.1 0.0 27.9 
 

沖縄 31 8 61 

12 香川 81.3 2.7 16.0 36 福井 72.0 0.0 28.0 
 

全国 81 2 17 

13 新潟 81.2 0.6 18.2 37 北海道 71.8 2.3 25.9 
     

14 山梨 80.0 1.1 18.9 38 岐阜 71.1 2.0 26.9 
     

15 長野 79.6 0.7 19.7 39 愛知 71.0 3.0 26.0 
     

16 長崎 79.3 1.2 19.5 40 京都 70.3 1.7 28.0 
     

17 山口 78.8 1.7 19.5 41 兵庫 68.3 3.4 28.3 
     

18 広島 78.6 1.2 20.2 42 三重 68.2 2.8 29.0 
     

19 秋田 78.4 4.5 17.1 43 奈良 68.0 4.4 27.6 
     

20 富山 78.4 0.0 21.6 44 大阪 66.2 4.4 29.4 
     

21 福岡 78.4 0.9 20.8 45 和歌山 64.0 0.0 36.0 
     

22 鳥取 78.3 0.0 21.7 46 石川 62.2 2.7 35.1 
     

23 熊本 77.2 3.1 19.7 47 沖縄 31.5 7.9 60.7 
     

24 静岡 76.7 3.3 20.0 
      

	
 


